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第3類

音楽的基礎力向上手法の実践と考察

井本英子

m"D?℃正近此Ao

本稿は､本学児菫教育学科の專門教育科目「音楽I」における教育実践に関する研究である。

保育士・教員養成課程科目としての音楽の分野で、学生に必要な技能を効果的に身に付けさせ

るための学習方法を考察するためのものである。音楽力を伸ばすということは、音楽を楽しみ、

共感する音楽的な感性を磨く上で、歌唱や楽器演奏を通して音楽表現力を向上させていくこと

である。学生に求められる音楽力は多々あるが、鍵盤楽器学習初心者及び初級者には、正しい

音楽的基礎力を確実に身に付けることが必要不可欠である。

音楽的基礎力の中でも「読譜力」の項目の授業実践を紹介し、その効果と今後の課題を考察

する｡

キーワード：音楽力、音楽的基礎力、読譜力、音名読み取り課題

1． はじめに

キュラムを考案して、学習効果を'二げることが教員に

とって最大の課題となっている。

音楽的基礎力の中でも、保育士・教員養成校の学生

に特に必要な項目としては、音楽の諸要素（メロディ

ー、リズム、ハーモニー）を把握すること、楽譜を読

み取ること、そして、ピアノ及び教育現場で使われる

いろいろな楽器の演奏技術を習得することである。

授業は上記項目を総合的に取り入れた内容であるが

ここでは、音楽的基礎力の中でも必須要素となる楽譜

を読み取ること、すなわち「読譜力」の部分を紹介す

る。

ピアノ演奏の譜面を読譜するためには、まず、譜表

（音部記号高音部記号・低音部記号一の記された五

線譜）に記された幹音（変化記号によって変化されて

いない音）を読めることが第一歩である。その上で、

派生音（変化記号一＃、 b等一を付けて幹音より派生

させた音）を理解する。そして、音符、休符といった

音価を把握し、リズムや拍子、調性、楽語等読み取る

ことができていく。今回は幹音の読み取りのみを実施・

本研究では､学生の音名読み取りの取り組みと成果、

そして学生の意識変化を詳述する。

本学児菫教育学科では、音楽関連の科目として、「音

楽I｣ (1回生前期)、「音楽Ⅱ」(1回生後期)、「保育

内容・音楽表現I｣ (2回生前期）が必須科目として設

定されている。「音楽I」の授業目標は『ピアノ実技の

レッスンを通して、ピアノの基礎技術と読譜力の習得

から幼児・児童の教育現場に対応できる技能を養う。

さらに、音楽に対する感性を高め、幼児・児童の感性

をも豊かに育てるための音楽教育のあり方を学ぶ｡」で

ある。授業形態は実習で、担当者別のピアノ実技の個

人レッスンを行う。また必要に応じてグループ授業も

行う。

本学は、入試科目に音楽の項日が含まれていないた

め、鍵盤楽器演奏経験の全く無い初心者から、幼少期

より上°アノレッスンを受け、 上・アノ講師の道を希望す

る学生まで、その音楽経験歴は幅広く、技術能力の差

は大きい。

演奏技術が練習量と比例するのは周知のことである

が、自主的に練習に取り組むことを学生任せにはして

おけないのが現状である｡

1回生前期の授業期間一実質4ケ月15回の中で、

音楽的基礎力定着及び向上のための効率的な授業カリ
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課題の音域は～3点ハ(c～c3)

（※譜例1参照）

（用言壼兒明は3章末※音名謡列参照）

高音部譜表課題15問、低音部譜表課題15問。いず

れの課題も最初に例題として､1点ハ(cl)を記し「ドー

と答えを書いてある。また、いずれの課題も例題～第

2間目は順次進行。各課題制限時間は2分間。

2方法

平成24年4月~9月

児童教育学科2回生

「音楽I」受講生4名

[設備上の問題で人数を限定しなくては

ならなかったので、今回は4名のこのク

ラスの学生を対象とした。］

調査期間

調査対象

課題[A] 高音部譜表課題につ↓

音域イー3点ハ (a～c3)

第8 ．9．13 ．14間目は加線

最大聞曄2オクターブと2度

て

幹音読み取りの方法としては、幼児の場合、五線に

記された音符を、絵・図柄として直感的に捕らえ、ゲ

ーム感覚で覚える方法が有効であるが､成人の場合は、

幼児にくらべ、知能が発達しているので、図的処理よ

りも数理的処理をしたほうが理解しやすい。そこで、

単音を個別に反射的に速読するばかりではなく、音高

の位置関係を数えて、単音ではあるが、前音とのつな

がりも手がかりにできるようにした。

3． 授業の展開と内容

毎回授業の最初の項目として「音名読み課題」を実

施｡音高の区別はつけず､「ドレミファソラシ｣で記す。

まず、課題[A]の制限時間内での正解数から､学生

の現在の理解度を知る。その結果から各学生の理解度

に応じた課題を実施。

※①音程は度数のみ記す。完全系長短系の区別はし

ない。「↑3」は前問の音より3度上がる、「l3」は

前問の音より3度下がる、を表式

課題[A] 低音部譜表課題について

音域は～1点二 (C～d2)

第9．11 ．12．14間目は加線

最大聞腱1オクターブと3度

＜第1回授業＞
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※②bの学生は第1回目の授業が欠席であったので

次週同条件にて実施。

課題の音域は～3点ハ (c～c3)

（※譜例2参照）

高音部譜表課題20問、低音部譜表課題20問

両課題とも例題は無い。上下に幅の広い圃曄は避けて

3，4度の固罐が中心。全体の音域は広いが、慣れれ

ば速く読めるようになりやすい課題。

各課題ごとに角轄にかかったタイムを計る。同じ課題

をしている学生どうしで答え合わせをする。タイムと

正解数を別表に記す。

学生aの答案より

高音部譜表1点ハ（最初にドと記している）から五

線内を数えながら読むことはできる。加線の読み方は

わからない。ドレミファソラシドと音階の上行形は思

い浮かぶが、ドシラソファミレドと音階の下行形には

財||染みがなく認識しがたい。そのため低音部譜表の課

題は最初のドが記してあっても、その後が下行形のた

め角轄できない。

学生aのみならず、低音部譜表については、一般的

に馴染みがない｡本学1回生鍵盤楽器経験者であるが、

課題[A]に関して､高音部譜表課題正解率は96.0%、

低音部譜表課題正解率は79.9%･低音部譜表課全問正

解者の高音部譜表課題正解率は100％､高音部譜表課題

全問正解者の低音部譜表課題正解率は90.3％である。

誹題[c]高音部譜表諾垣について

音域イー3点ハ (a～c3)

第10．12．13．15．18．19間目は加線

最大圃曄1オクターブ

＜第2回授業＞

学生aは、第4回授業まで欠席。

学生bは、前述※①のとおり前回課題を

で今回実施。

学生c, dは課題[C]に進む、

週間おくれ

課題[c]低音部譜表説堤貝について

音域は～1点ホ (C～e2)

第8･9･15･16･18間目は加線

最大圃腱6度
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＜第3回授業以降＞

毎週一回ずつ計4回同じ課題に取り組む。5回目には

課題を鍵盤奏で解答する｡このときは音名だけではな

く、譜面の音高と鍵盤の音高を一致させて角轄とする。

課題[C]を終了した学生は課題[D]に進む。

学生aは、同様の方法で課題[B]に取り組む。
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課題の音域は～3点ハ (c～c3)

（※譜例3参照）

高音部譜表課題20問、低音部譜表課題20問

参
＝

ul I L

q

課題[D]高音部譜表課題について

音域トー3点ハ (g～c3)

第9. 11 ･12･13･14･15･20間目は加線

最大圃腱1オクターブと5度

前半は1～5番、6～10番のブロックで6度以内の

音域内で動いているので速く読める。後半は上下の幅、

固罐ともに課題[c]より難しい。
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課題の音域ろ～2点二 (H～d2)

（※譜例4参照）

高音部譜表課題20問低音部譜表課題20問

課題[B]高音部譜表課題について

音域1点ハー2点二 (cl～d2)

1点ハ（ド）のみ加線

最大圃曄6度

||頂次進行を基本に1点ハー2点ハまで数えずに読める

ようになることをねらった課題。

課題[D]低音部譜表課題について

音域は～1点二 (C～d2)

第9･11･13間目は加線

最大圃曄1オクターブと5度

課題[c] と同レベル。低音部譜表のさらなる定着を

ねらう。
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4．結果と考察12 13 16 17 18 1911 14 15 20
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学生a課題[B]低音部譜表課題について

音域ろ～1点ハ (H～cl)

1点ハ（ド）のみ加線

最大圃腱4度

音階の下行形にWI|染み、下行して数えることに慣れる

ことをねらった課題。

課題[BI 5/24 6/28
門ノF

イ/〔〕

卜音｜タイム(秒）
記号 正解数正解数

63 10 41

20 192(）

へ音

｢iL｣号

タイム（秒） 10］ 104 53

正解数 19 11 20
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２
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３
心
Ｉ
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↓
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余
Ｉ
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３
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一一垂

課題［D］

垂
日

、
卜

三可’二コ

pu7プ

幸
日

記号

タイム(秒）

正解数

タイム(秒）

正解数

7/19

34

2(）

45

19

処I 写

－－垂

②冠一声一
一三心
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前半に休まず積み重ね学習ができた学生は、各々が

自分なりの達成感を感じて取り組んでいた。もともと

再履修のため、第1回目の授業時は「音楽」の授業自

体に非常に抵抗があるようであった。課題[A]が1

00点だったことで気持ちが上向き、第2回授業では、

抵抗無く取り組み、その後は、読譜できてきたことを

実感でき前向きに取り組んでいた。学生cは祝日のた

めに2週間ぶりとなったときの実施でタイムが伸びな

かったことをくやしがり、また学生dも、 3週間ぶり

のときの結果をみて継続の大切さを口にしていた。

母集団が少ないこと、読譜以外の様々な音楽基礎項

目課題も継続して行ったので、「音名読み取り課題」で

培った基礎力とピアノ演奏力向上とが直結したか明言

できないが、学生b, c, dは前期末にはピアノ演奏

力も向上した。

この結果より、「音名読み取り課題」の継続した取り

組みは、第一に、学生の意欲喚起に有効であるといえ

る。音楽実技は、苦手と思っている学生にとっては、

積み重ねに時間がかかり、すぐに結果がでにくくます

ます敬遠されてしまうのだが、達成感の感じられる課

題を継続的に取り入れることで、学生の授業に対する

取り組み方によい影響を与えることを確信した。

第二に「音名読み取り課題」は、初心者でも確実に

上達の手応えを受け取れる項目であることがわかった

h線上の音名の読み取りは、図柄（記号）を音名に変

換する－つの取り決め作業なので、音楽的素養の有無

にかかわらず、繰り返し音符を読む経験を積み重ねる

ことで、速く読めるようになる。速く読めればそれだ

け早く歌ったり、弾いたりすることができることを実

感でき、演奏力|向｣上につながることが期待できる。

胆“
57

20

88

20

探題[D]

卜音タイム（秒）

記号正解数

へ音タイム（秒）

記号正解数

卜音

記号

一日万口

、．Ｌ
三ぞ口

師
三
里
加
一
ｍ
｜
加

旧
７
０
３
０

７
６
２
７
２

学生。

課題[C]

卜音タイム(秒）

記号正解数

へ音タイム(秒）

記号正解数

､ 一

卜首

二 1 ＃ゴ

ロ巳 7丁

ロ《

立日言口

、「巳
ア三一口

池
一
羽

別

5/17

51

20

78

19

唾
弘
加
弗
加

蠅
一
弱
一
加
一
一
皿
一
別

｜
’

研
一
別

課題[D]

卜音タイム（秒）

記号正解数

へ音タイム（秒）

立日言ロ

］［’、
Ｈ戸二１１１

へ首

祁
一
“
｜
加
一
一
鍋
一
別

6/7 1 7/5

46 48

20 20

47 44

20 19

5．今後の課題

記号 正解数

今後は、15回の半期の授業内で最も効率よくレベル

アップするための「音名読み取り課題」の1回毎の課

題量を検討していきたい。また、上・中級者が初心者

と同時間内に更なるスキルアップができる有効な課題

を研究して、音楽力に差がある大人数のクラスでもそ

れぞれがレベルアップしたことを実感できるような課

題を作成して実践していきたい。

「音名読み取り課題」は12回の実施となった。後

半3回の授業は､実技試験準備で時間がとれなかった。

第1回目は理解度確認の課題であったので、実質11

回。欠席や6月第2週からの幼稚園実習のため授業の

中断で､毎週の積み重ねになりにくい｡学生aの場合、

前半の積み重ねの時期に欠席が多く､他学生との理解

の差も開いてしまった。それでも、課題[B]の3回

日実施のあと、「やっとわかってきた。早くからしてお

けばよかった｡」と前半の欠席を悔いていた。

15

課題［C］弾く

ト音

記号

へ音

三一1F。

同じ7プ

タイム(秒）

ダイム（秒）

6／甲
』

125

93

課題［C］弾く
垂
日

１
辰
Ｉ

口
百

コ
し

三
一
ロ

へ音

記号

タイム(秒）

タイム(秒）

6/7

90

113
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ビアスーパーバイザーからのコメント

学生が与えられた課題によって達成感を感じること

は､学生の学習意欲の向上に有効であることが伺えた。

また、学生は達成感を感じることで音楽への学習意欲

が高まり、同時に他の科目への学習意欲の向上につな

がることが期待された。本研究で成果を上げた学生が

他の科目への学習意欲向上につながることが立証され

れば、音楽的基礎力向上手法が他の科目に貢献するこ

とになる。「○○できない学生(例:達成できない学生、

理解できない学生、自立できない学生)」を「○○でき

る学生(例：達成できる学生､理解できる学生、自立

できる学生)」に導くことが我々教員の使命であると再

確認した論文であった。

（担当：児童教育学科藤島みち）
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